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㸯．ᐇົᐇ⩦஦前ᐇ⩦に求められる࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒ᵓᡂ 
東ி薬⛉大学（本学）では、GI O sの㦵Ꮚがᩚ理されて、
᪂たな┠ᶆの㏣ຍや S BOs を大学ഃが⮬୺的にタᐃできる
ようにᨵゞされた 2013 年の薬学ᩍ⫱ࣔデル・ࢥ࢔࢝ࣜ࢟
ࣗラ࣒（M O D E L C O R E  C U R R I C U LU M  F O R  PH A R M A C Y 
E D U C A T I O N㸹2013M C C_ PE）（1, 2）をඖに、2017 年ᗘから
ᐇົᐇ⩦஦前学⩦および஦前ᐇ⩦をᐇ᪋している。（図 1） 
2013M C C_ PE௨前から᥇用している学生参ຍᆺ学⩦を
ᇶ本とするために、᭱大で㸳㸰名でᵓᡂした小ࢢルーࣉ༢
఩の஦前ᐇ⩦を 13 㐌㛫にΏって 120 ࢥ࣐（1 ࢥ࣐㸭70 ศ）
の学⩦ࣉࣟࢢラ࣒がᐇ᪋される（図 2）。 
この学⩦ࣉࣟࢢラ࣒では、ᐇົᐇ⩦を஦前に大学ෆで学
び、薬学ඹ用ヨ㦂の⠊ᅖに␃まらない、ᑗ᮶の薬๣ᖌにᇶ
♏をసりもྵめた学⩦᪉␎をᐃめ、学ෆの་⒪ᶍᨃ᪋タෆ
で、物・ሙᡤ・ሙ㠃・情報・ᡭᢏといった薬๣ᖌに必要な
一㐃の学⩦をᐇ㊶する学⩦からᵓᡂされている。このᐇ᪋
のためには、ձ㸰名༢఩学⩦に⣽ศྍ⬟な小人数⦅ᡂのク
ルーࣉタᐃ、ղձを学⩦᪉␎にのせる学⩦ルーࣉタィ、ճ
ձにともなうྠ一学⩦の⧞り㏉しルーࣉ化をྍ⬟にする
ᩍဨ㓄⨨、մճのためのሙ㠃・ሙᡤタィ、յ㝈られたᩍဨ
のศᢸを考៖したຠᯝ的㓄⨨、ն学⩦の時㛫㓄ศ、といっ
た学⩦ࣉࣟࢢラ࣒㐠用の要となる時㛫・ሙᡤ・人的資※を
活用した⥥ᐦな஦前ィ⏬とその⟶理によりᐇ⾜できる࢝
ࣜ࢟ࣗラ࣒のᵓᡂが必要となる。薬学ᐇົᐇ⩦ᩍ⫱ࢭンࢱ
ー（本ࢭンࢱー）では、これら一㐃の஦前ィ⏬と学⩦ࣉࣟ
ࢢラ࣒をᐇ⾜している。 
 
㸰．講義・ᐇ⩦の学⩦᪉␎タィにᑐᛂする学生ࢢルーࣉศけ 
本学のᐇົᐇ⩦の஦前ᐇ⩦では、参ຍᆺ学⩦をᐇ⌧するために、᭱大㸳㸰名のࢢルーࣉ༢఩での
ᐇ⩦ LS がᐇ᪋される。このࢢルーࣉは、㸯学⛉㸱ࢢルーࣉにศ๭され、ྜィ㸷ࢢルーࣉが指ᐃの
図㸯.2013MCC_PE のᴫ␎ࣔデル 
LS/SBOs のᵓ㐀の㛵ಀをᶍ式図化した஦౛ ⾲୰のラ࣋ル
[a];SP 参ຍを᝿ᐃしたࢩ࣑ࣗࣞーࢩࣙン・ࣟールࣉࣞイ㺂
[b];SP ࣟールࣉࣞイ SBOs がྵまれる学⩦᪉␎、」数のᐇ⩦
LS がྵまれる 
図㸰.120 ࢥ࣐の 2019 年ᗘ㓄⨨図 
 
これらのࢥ࣐に、日時・୺ᢸᙜ・๪ᢸᙜ・ሙᡤを๭り௜けら
れるᇶ本時㛫๭࣐ッࣉで、この୰を学生はスケࢪࣗールにྜ
わせて⛣ືし学⩦する 
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スケࢪࣗールでᐇ⩦に参ຍする。ྛࢢルーࣉ
は、重なり↓いᐇ⩦ LS で学⩦するが、学⩦
ᙧ態によって、␗なった名⡙のࡦなᆺが必要
とされる。ձS P参ຍᆺは７名ࢢルーࣉ、ղ調
๣な࡝ᡭᢏを必要とするሙྜは、学生㛫ホ౯
のためにも、඲ࢢルーࣉ㸰名㸯࣌࢔にできる
人数のࢢルーࣉᙧᡂ、⏨ዪΰྜẚの一ᐃ化と
いったニーࢬがある。そのため、名⡙ྲྀ得⾲
୰の࣓ニࣗーࢭࣞクࢱーだけで学⛉、ࢢルー
ࣉがྛ✀ࡦなᆺの⾲に⾲♧できる௙⤌ࡳをᵓ
⠏し、ᐇ⩦で฼用できるようᕤኵしている。 
 
㸱．講義・ᐇ⩦の学⩦᪉␎の㓄⨨ࠥὶれ㡰㸭ࢳࣕーࢺ 
ᐇ⩦ LS の㐠用には、図㸲に♧されるᐇ⩦の㡰␒や講義と
ᐇ⩦の᥋⥆㛵ಀをとる必要がある。ձ講義・ᐇ⩦の㓄⨨、ղ
講義後に㛵㐃するᐇ⩦が㓄⨨される調ᩚ、ճᩍဨ୺ᢸᙜ⪅の
㓄⨨᱌のᩍဨ࡬の提♧、մᐇ⩦ሙᡤの調ᩚ（ྠ఩⨨ሙᡤのሙ
ྜは、ᐇ⩦資ᮦのධ᭰の᳨ウ）、յᩍဨ๪ᢸᙜ⪅の㓄⨨（୺
ᢸᙜᐇ⩦ LS との重」ᅇ㑊調ᩚ）、ն඲㓄⨨の᭱⤊調ᩚ、とい
ったᡭ㡰とそれࡒれの情報⟶理が必要である。これらの情報
は、ᐇ⩦ᐇ᪋までの一㐃な「時㛫・ሙᡤ・人」の⟶理とな
り、一㐃のᐇ⩦඲体で必要である。 
 
㸲．ᩍဨ๭りᙜてࠥ୺ᢸᙜศᢸと๪ᢸᙜ๭りᙜて 
ྛ講義・ᐇ⩦でᐇ᪋される学⩦ࣉࣟࢢラ࣒は、ᩍဨの人的資
※を㓄⨨する必要があるが、本ࢭンࢱーの人ဨ㸯㸮名を、ሙ
ᡤ・ᢸᙜ日時で、重なること↓くᢸᙜศᢸ㓄⨨し、さらに本ࢭ
ンࢱーእᩍဨおよび学እのእ㒊講ᖌを必要な඲ての LS に㓄⨨
⟶理する必要がある。そのために、ձ୺ᢸᙜ㸯名のỴᐃ、ղ୺
ᢸが重なることのない LS の㓄⨨、ճ୺ᢸᙜではないሙྜの๪
ᢸᙜとしての㓄⨨、մ本ࢭンࢱーእᩍဨ・እ㒊講ᖌの㓄⨨とい
った、␗なるࢭࢢ࣓ンࢺにᒓする人的資※を、ຠᯝ的かつ重な
りを⮬ື的に㑊けるᶵᲔ的に㓄⨨する௙⤌ࡳをᵓ⠏した。こ
の⤖ᯝ、ศᢸ㔞、✵き時㛫のᢕᥱな࡝が数್化され、ᰂ㌾な人
的資※の෌㓄⨨といった᳨ウにᙺ❧てることができている。
このᵝなᶵᲔ的な⟶理が、ከくのᩍဨを要するᩍ⫱ࣉࣟࢢラ
࣒に、必要୙ྍḞである。図 5 は、講義・ᐇ⩦ LS ᩍဨ㓄⨨の
図 5.講義・ᐇ⩦ LS ᩍဨ㓄⨨のデーࢱ࣐ࢺ
ࣜクスのᴫ␎図 
 
講義またはᐇ⩦の LS に୺ᢸᙜ、๪ᢸᙜおよびእ㒊
講ᖌといった、ᩍဨ資※をデーࢱ࣐ࢺࣜクス化、㸯
LS㸯ࣞࢥーࢻとして情報をࢭッࢺ化している。こ
れをデーࢱ࣋ースとして用いれば、LS 名・ሙᡤ・
ᩍဨ名をࡦなᆺの時㛫๭⾲࡬と᭩きฟす⮬ື化の
࣋ースとなる。 
図 3.学生ࢢルーࣉศけࢩステ࣒ 
 
学生のᒚ修名⡙デーࢱに、インデクスを
௜୚し、指ᐃのྛ✀名⡙ࡦなᆺに情報を
ὶし㎸ࡴ௙⤌ࡳによって、ᐇ⩦ᙧ態にᛂ
じたྛ✀名⡙を⮬ືసᡂする 
図 4.ᐇ⩦ LS のὶれを♧したࢳࣕーࢺᴫ␎
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デーࢱを࣐ࢺࣜクス化してデーࢱ࣋ースとして฼用する
ための࣐スࢱーࢩーࢺのᴫ␎図である。㸯つの LS にᑐ
して㹹講義・ᐇ⩦ሙᡤ㸭ࢥ࣐数㹻㹹୺ᢸᙜ⪅㹻㹹๪ᢸᙜ⪅
（」数）㹹እ㒊講ᖌ㹻がࣞࢥーࢻに記㏙され、㸯㐃のデー
ࢱがࢭッࢺ化されている。 
 
㸳．LS の㓄⨨およびᩍဨ㓄⨨సᴗࠥᩍဨのศᢸࠥ 
ྛ講義・ᐇ⩦は、まず図 6 に஦౛⾲♧されているᵝな
ྛ LS にᑐする୺ᢸᙜ⪅のศᢸが⾜われる。この⾲には、
ྛ LS のᐇ᪋必要ࢥ࣐数が記㍕されており、ྛᩍဨのᢸ
ᙜࢥ࣐数を集ィし㈇ᢸをศᩓしながらศᢸがỴᐃされ
る。Ỵᐃにᙜたっては、࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒⦅ᡂ఍㆟を本ࢭンࢱ
ーෆで㐍め、その LS の意図、他の LS との㐃ᦠやᐇ᪋㡰
な࡝がウ㆟され、ᢸᙜやその意図をᢸᙜ㛫でྜ意してỴ
ᐃされる。その時の᳨ウ஦㡯や今後の継⥆᳨ウ஦㡯が記録され、ḟ年ᗘのᨵᐃに活かされる。この
୺ᢸᙜ⾲が᏶ᡂされれば、ձ୺ᢸᙜ⪅の時㛫重なり、ղሙᡤの重なり㺂ճLS に必要な‽ഛ時㛫もຍ
࿡した時㛫๭఩⨨（ᩍ⫱資ᮦがከいሙྜはでるだけ༗後
に㓄⨨）㺂մ学生ࢢルーࣉ༢఩で⧞り㏉される LS ࣃࢱー
ン఩⨨（ᩍ⫱資ᮦのධ᭰を考៖して）㺂յLS の㐃ᦠとその
㡰␒（監査は調๣⣔ LS の᭱後に㓄⨨な࡝）㺂といった㓄
⨨᮲௳を考៖して㺂図 4 で♧された学⩦のフࣟーࢳࣕーࢺ
を描きながら㺂図 2 で♧されるᵝな時㛫๭࡬のࢥ࣐が㓄⨨
される。ࢥ࣐㓄⨨には㺂㓄⨨ᑓ用の᳨ウツール（ணめ用意
されたࢥ࣐を࢜ࣈࢪ࢙クࢺ化した࢝ーࢻを⮬在に時㛫๭
のᯟ⾲にはめ㎸ࡴ஦のできるࢩーࢺ㸹⿵㑇 U R Lの⾲を参
↷）で㺂ᐇ㝿にࢥ࣐をヨస㓄⨨させ㺂㛵㐃する講義・ᐇ⩦の
㡰␒をᢸಖしながらᢸᙜ⪅㛫で☜ㄆしながら㺂ᢸᙜ⪅㛫
のࢥンࢭンࢧスを得て㓄⨨Ỵᐃされる௙⤌ࡳをᵓ⠏して
いる。 
 
㸴．時㛫๭⮬ື生ᡂデーࢱ࣋ースのタィ 
本ࢭンࢱーでは、講義・ᐇ⩦ LS とᢸᙜ情報をẁ㝵的に
情報ᩚ理しᐇ⩦࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒のタィをྜ㆟的にᐇ᪋でき
るᵝにᕤኵしている。これらのసᴗをツール化するため
E x c elの⾲デーࢱ࣋ースとしてタィし、一ᣓ⟶理する௙⤌
ࡳをᵓ⠏した。図㸴でస〇された講義・ᐇ⩦のྛ LS ᑐᢸ
ᙜ⪅のࣜスࢺに、時㛫๭⾲をసるために必要な情報要⣲
図 6.講義・ᐇ⩦ LS ᢸᙜᩍဨ᳨ウ⾲の஦౛ 
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図 8.LS ᢸᙜ㓄⨨デーࢱ࣐ࢺࣜクス 
 
デーࢱ࣐ࢺࣜクスをኚ᥮し、時㛫๭㓄⨨⾲までᶵᲔ化ኚ
᥮するᴫ␎図 
図 7.LS ᢸᙜ㓄⨨⾲࡬のኚ᥮஦౛ 
 
図୰のラ࣋ル[a];୺ᢸᙜศᢸ᳨ウ⾲㺂[b];඲ᩍဨの㓄⨨
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ḟኚ᥮した⾲ 
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をさらに⤖ྜして情報඲体をᣑᙇし、
図㸳で♧された情報ࣞࢥーࢻ⾲࡬ኚ
᥮できるᵝにูデーࢱࢩーࢺ࡬᭩き
ฟす௙⤌ࡳをタィしたのが図７に♧
されたᴫ␎・ᶍ式図である。この௙⤌
ࡳでは㺂㸱ẁ㝵のデーࢱኚ᥮を⾜い㺂
この⾲デーࢱ࣋ースでは㺂ࢩーࢺを
ࢭルの᮲௳᳨⣴や情報⤖ྜといった
⾲㛵数のࣉࣟࢢラ࣑ンࢢによって情
報⤖ྜしている。図８は㺂このタィᴫ
念をᐇ㝿のデーࢱでస〇した 2019 年
ᗘ࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒でస〇されたࢩーࢺ
をそのままᢞᙳした図である。ᴫ説
すると㺂ࢩーࢺ[a]から[b ]に情報がᣑ
ᙇされ㺂ここに᭩き㎸まれた LS のᩍ
ဨ㓄⨨タᐃ（㉥ᯟ[d]）が㺂ࢩーࢺ[c ]（時㛫๭ࡦなᆺ）࡬⮬ື᭩き㎸ࡳされて[e]（㉥ᯟ）㒊ศが情報
ࣜࣞーされ㺂一ࢥ࣐ศのձLS の␎⛠名㺂ղᩍဨ（本ࢭンࢱーᩍဨ㺂その他ᩍဨ㺂እ㒊講ᖌ）㺂ճ講義・
ᐇ⩦ሙᡤ㺂といった㸯ࢥ࣐に必要なᩍဨ㓄⨨情報が⮬ື記㍕・⾲♧されて᏶ᡂする௙⤌ࡳを図♧し
ている。図 9 には㺂࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒⾲స〇のᐇ㝿をษりฟして♧しており㺂ࣞࢥーࢻ[a]（㉥ᯟ）の情報
が㺂時㛫๭上の LS のࢥ࣐のࢭッࢺ（㉥ᯟ[c ]）でᐇ㝿に⮬ື記㍕・⾲♧されるᵝᏊを♧している。඲
120 ࢥ࣐の情報に㺂二重タᐃが㉳きないよう㺂㉥点⥺ᯟ[d]で♧される㒊ศで㺂඲体とẚ㍑᳨ドするࣉ
ࣟࢢラ࣒が᳨ド⤖ᯝを⾲♧できるように㓄⨨☜ㄆスࢥ࢔⾲を௜ᒓさ
せおり㺂ここを☜ㄆすれば二重㓄⨨や㓄⨨୙㊊の時に⮬ືに「A LE R T
⾲♧」で♧されるので㺂意図する㓄⨨を┤ࡄに☜ㄆおよび修ṇができる。 
図 10 は㺂௨上のᩍဨ㓄⨨⟶理ࢩステ࣒を集ィした஦౛で㺂ᩍဨの㈇
ᢸࣂランスや LS ẖのᩍဨ人ᮦ資※㔞を⟶理できる௙⤌ࡳを⤌ࡳ㎸ࢇ
だ஦౛である。 
௨上のᵝに㺂஦前ᐇ⩦はከくのศ㔝をྲྀりᢅい㺂࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒上の
講義・ᐇ⩦ LS 㓄⨨ࣂランスや㡰␒㺂それをᢸᙜするከ数のᩍဨの一
ᣓした㓄⨨⟶理が必要で㺂これらをࢩステ࣒タィする஦がᴟめて重要
である。本学では㺂本ࢭンࢱーෆでᩍဨがࢩステ࣒の開Ⓨから㐠用を
㐍めているが㺂これらは本学඲体つᶍで一ᣓ的に⾜われる࡭きᩍົ
ࢩステ࣒と考࠼られ㺂本学のᩍົのㄢ㢟の一➃であるとい࠼る。 
R f． 
1）ᕷᕝ ཌ,  フ࢓ル࣐ࢩ࢔, 778-783 50-8,  2014 
2）http://www.phc at.or.jp/? page_ id= 251 
⿵㑇：図⾲の公開 U R L：http://www.ps.toyaku.ac .jp/~ hamada/2019kiyo/ 
図 9.඲ᩍဨデーࢱ࣐ࢺࣜクスからのᶵᲔኚ᥮஦౛ 
㉥ᐇ⥺ᅖࡳ㒊ศのᩍဨ㑅ᢥデーࢱが、時㛫๭⾲に⮬ືኚ᥮される஦౛。ᩍဨ㑅ᢥをすれ
ば、ᶵᲔ᭩き㎸ࡳで時㛫๭フォー࣒に⮬ື཯ᫎされる。 
図 10.඲ᩍဨの㓄⨨スࢥ࢔஦౛ 
ྛ LS に㓄⨨されたᩍဨの඲㓄⨨数を
ィ⟬ 
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